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１．はじめに

オタク⼒＝「趣味として何らかのことがらに没⼊することによって獲得／伸⻑される
ことが期待される能⼒であり，他の領域においても活かせると考えられるもの」（渡邉
ほか2021）を活かす⼩中学校の授業デザインとは︖

藤川ほか（2022）…⽂化変容の観点から検討．
・⽂化変容においては，⾮権威主義的かつ⾮公式的な調整としての社交的管理（social 
controls）の影響が強い．
・教師が率先して「⽂化の媒介者」としての「教科オタク」となること，オタク・コン
テンツに倣って授業を学習者が没⼊しやすいものとすること，効率性より列挙・羅列・
網羅を重視することが，「オタク⼒」伸⻑につながる授業デザインとなりうる．

⼩牧・藤川（2023）…エージェンシーとの関係から検討．
・オタクが新しいコンテンツのオタクとなる過程を「出会い」，「没⼊」，「深い関
与」の3段階と考える（表１）．
・没⼊段階で徹底的にpatientとしてコンテンツから情報や刺激を受け続ける過程を経て，
エージェンシーを発揮する「深い関与」に⾄ることを踏まえた授業デザインの検討が求
められる．

上記⼀連の研究においては，そもそも⼈がオタクを⾃認してオタクとして活動するよ
うになるまでの過程（以下「オタクになる過程」）は扱われていない．だが，「オタク
⼒」伸⻑につながる授業デザイン検討のためには，オタクになる過程を踏まえることが
必要である．本発表では⽂献をもとに，オタクになる過程について検討を⾏い，「オタ
ク⼒」を活かす授業デザインに新たな⽰唆を得ることを⽬指す． 

２．オタクになる過程

以下のように2017年以降の論⽂や書籍，インターネット記事を調査．具体的な⼈物が
オタクになったきっかけやオタクになる過程が書かれているものを調べた．（それぞれ
関連度が⾼い順に200件程度ずつを確認）

・Google Scholarで「オタク」あるいは「推し」をキーワードに検索された⽂献
・ Googleで「オタクになった過程」あるいは「オタクになったきっかけ」をキーワー
ドに検索されたインターネット記事

３．「オタク⼒」研究への⽰唆  授業デザインへの反映

「オタクになる過程」を踏まえ，上述したような意味での「オタク⼒」伸⻑につなが
る授業デザインのあり⽅については，藤川ほか（2022）で述べた⽂化変容に関わる点※

に加え，次のことが考えられる．
※藤川ほか（2022）で述べた授業デザインの例

(1) 教師が率先して「教科オタク」となる．
(2) オタク・コンテンツに倣い，授業を学習者が没⼊しやすいものにする．
(3) 効率性より，列挙，羅列，網羅を重視する．

(1) サンクチュアリとしての教室
オタクであることについて教室外では否定的な評価がなされやすいため，せめて教室

はオタクであることが許容されるサンクチュアリであることがオタク⼒伸⻑の前提とな
る．オタク活動の対象となる多様なサブカルチャーが否定されず，ときには授業で活か
されることが求められる．

(2) オタク的探究学習
個⼈や少⼈数グループで，⾃分が好きなことを活かした探究学習を授業の中に組み込
むことで，（お⾦はともかく）⾃分の時間を⼤量に投⼊して探究活動を⾏い，⾃分の好
きなものを他者に伝える機会が得られることとなる．
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表1 オタクが新しいコンテンツのオタクになるまでの流れとエージェンシー概念の整理（小牧・藤川2023当日資料より）

抽出されたのは，書籍１件，論⽂２件，インターネット記事28件，計31件．

オタク活動の対象︓漫画，アニメーション，ゲーム，アイドル，俳優，電⼦機器，
映画，コスメ，⽣活雑貨，お笑い，テーマパーク等

推定される性別︓男性11名，⼥性13名

オタク活動以前の状況として，24名中11名が幼児期あるいは⼩学⽣の時期に，後にオ
タク活動の対象となるコンテンツが好きであったことを挙げている．これらのうち，家
族が当該コンテンツを好んでいたとしている⼈が5名いた．中学⽣あるいは⾼校⽣の時期
にコンテンツが好きになった⼈が5名いた⼀⽅で，留学中，就職してから，就職して体調
を崩してからといった⼈もいた．

オタク活動の本格的な開始にあたっては，特定の対象に強く惹かれた結果，徹夜で視
聴したりプレイしたりする，現場に毎週のように通う，新しいグッズが出ると必ず購⼊
する等，時間やお⾦を⼤量に投⼊する様⼦が書かれている．家族との軋轢が⽣じたり，
友⼈にオタク活動について打ち明けるのに勇気が必要だったりする．

その後の状況としては，そもそも⽂献やインターネット記事で発信している⼈ばかり
であるので，発信者側となっていること，オタク活動を通して⼈間関係ができたこと，
オタク的な趣味を仕事にしていること等が書かれており，⽣きがいを得た，⾏動⼒を⾼
められた，⼈間の多様性を理解するようになった等の満⾜感を明⽰的に表明している⼈
が5名いた．

以上を踏まえると，典型的な「オタクになる過程」は，次の３段階と考えることがで
きる（表２）．

このことを踏まえれば，「オタク⼒」は，第2段階において得られるであろう対象を
具体的に細かく把握する能⼒や限られた時間やお⾦を有効に活⽤する能⼒，第3段階にお
いて得られるであろう⾃分の特性を活かしてコミュニケーションする能⼒や⾃⼰の精神
を安定させる能⼒といったものとして考えることができる．

なお，柳瀬（2022）や岩尾・吉永（2023）は推し活における⾃他からの承認の重要
性を指摘している．また，原⽥ほか（2023）は「推し」活動が健康感や⾃⼰肯定感の向
上につながることを明らかにしている．

段階 名称 説明 エージェンシー概念

（１） 出会い
すでになんらかのコンテン
ツに対してオタクである⼈
（X）がある新しいコンテ
ンツ（A）に出会う

Xは偶発的にAと出会い，そのコンテンツとしての豊かさからなんらかの刺
激を受ける．この時点でXは基本的にAから働きかけられるpa%entの⽴場に
ある．この出会いにおいてXは限られた情報しか得ていないと⾔えるが，
個別の情報に還元できないAの豊かさを感じ取っていると考えられる．

（２） 没⼊
XはAについての情報やモノ
を積極的に収集し，そのコ
ンテンツに世界に没⼊する

Xは興味を持って積極的にAに関する情報やモノを集め，その世界に浸って
いく．すなわちエージェンシーを発揮してAに関わりながら，⼀⽅で徹底
的にpatientとしてAからの情報や刺激を受け続ける．XはAからいくら情報
や刺激を得てもコンテンツ⾃体が豊かさであるために終わりがなく，ひた
すらにAに関わり続ける状態が続く．

（３） 深い
関与

Aに関するコミュニティに
参加したり企画を⽴てたり，
⼆次創作を⾏ったりするな
ど，⾃覚的にAに関与する

⾃らの意思でAに⾃分なりの⽅法で関わろうとする．すなわち，エージェ
ンシーを発揮している状態である．⼀⼈では情報や刺激を消費しきれず，
Aを⾃分なりに掘り下げるだけでなく，⼆次創作の発信や同じAを好む他
のオタクとの交流が始まる．

段階 名称 説明

（１） 出会い オタクでなかった⼈（X）が対象となるコンテンツ（A）に
出会い，魅⼒を感じる．

（２） 没⼊ XはAについて時間やお⾦を⼤量に投⼊し，Aに「ハマる」．

（３） ⽣き⽅への反映 Xはオタクであることを⾃認し，オタクとして共同体に参
加する．Xはオタクとしての⽣き⽅に⼀定の満⾜感を得る．

表２ オタクでなかった人がオタクになる過程
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